
　
工
事
に
先
立
ち
、
５
月
28
日
に
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅

東
側
の
駅
前
広
場
に
お
い
て
、
「
芳
賀
・
宇
都
宮

Ｌ
Ｒ
Ｔ
起
工
式
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
起
工
式
に
は
、
国
、
県
を
は
じ
め
、
沿
線
の
住

民
組
織
の
方
々
な
ど
２
０
０
名
以
上
の
来
賓
が
出

席
。
佐
藤
栄
一
市
長
は
式
辞
の
中
で
、
こ
れ
ま
で

の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
事
業
の
経
緯
と
と
も
に
、
「
未
来
の
ま

ち
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
便
利
で
幸
せ
な
暮
ら
し

と
、
人
々
の
交
流
を
お
届
け
し
た
い
」
、
ま
た
、

工
事
に
当
た
っ
て
は
「
安
全
の
確
保
が
最
優
先
で

あ
り
、
万
全
の
安
全
対
策
を
講
じ
る
」
と
述
べ
、

国
内
初
の
全
線
新
設
に
よ
る
Ｌ
Ｒ
Ｔ
が
無
事
着
工

に
至
っ
た
こ
と
を
市
内
外
に
力
強
く
発
信
し
ま
し

た
。
　
ま
た
、
高
橋
克
法
国
土
交
通
大
臣
政
務
官
、
福

田
富
一
栃
木
県
知
事
を
は
じ
め
と
す
る
、
来
賓
か

ら
の
祝
辞
に
続
き
、
宇
都
宮
市
議
会
、
芳
賀
町
議

会
を
代
表
し
、
我
が
会
派
の
小
林
紀
夫
議
長
が
「
Ｌ

Ｒ
Ｔ
事
業
は
、
市
民
生
活
の
基
盤
を
支
え
る
重
要

な
事
業
で
あ
る
。
市
議
会
と
し
て
も
、
一
日
も
早

い
完
成
を
願
っ
て
い
る
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

�

　
こ
れ
ら
を
受
け
、
宇
都
宮
市
は
最
初
の
工
事
で

あ
る
鬼
怒
通
り
の
中
央
分
離
帯
撤
去
工
事
に
６
月

４
日
か
ら
着
手
。
工
事
初
日
は
大
型
重
機
を
使
い
、

中
央
分
離
帯
の
植
栽
の
撤
去
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
用
地
の
取
得
と
と
も
に
、
車
両
基
地
や
鬼

怒
川
橋
梁
な
ど
規
模
が
大
き
く
、
整
備
に
時
間
が

か
か
る
工
事
を
優
先
し
て
整
備
を
進
め
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
市
は
、
工
事
の
実
施
に
当
た
り
、
日
常
生
活
へ

の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
ら
れ
る
よ
う
施
工
す
る

と
と
も
に
、
万
全
の
安
全
対
策
を
講
じ
、
２
０
２

２
年
３
月
の
開
業
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
自
民
党
議
員
会
で
は
、
「
子
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
誰
も
が
快
適
に
暮
ら
せ
る
　
う
つ
の
み
や
」

を
目
指
し
、
引
き
続
き
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
や
公

共
交
通
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
宇
都
宮
市
と
芳
賀
町
な
ど
が
取
り
組
む
Ｌ
Ｒ
Ｔ
（
次
世
代
型
路
面
電

車
）
事
業
に
つ
い
て
は
、
今
年
３
月
20
日
に
国
土
交
通
省
か
ら
「
工
事
施

行
認
可
」
、
３
月
22
日
に
は
栃
木
県
か
ら
「
都
市
計
画
事
業
認
可
」
を
そ

れ
ぞ
れ
取
得
し
、
工
事
着
工
に
必
要
な
手
続
き
が
完
了
し
た
こ
と
で
、
６

月
か
ら
本
格
的
な
工
事
に
着
手
。
「
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
走
る
ま
ち
、
う
つ
の
み

や
」
を
目
指
し
、
い
よ
い
よ
本
格
的
に
動
き
出
し
ま
し
た
。

　芳賀・宇都宮LRTの車両デザインについて、Ａ、Ｂ、Ｃの

３案を示してアンケートを募集してきた芳賀町と宇都宮市は

７月10日、記者会見を開き、芳賀・宇都宮基幹交通検討委員

会の承認・推奨を受け、Ａ案（上記写真）に決定したことを発

表しました。

　アンケートは５月20日から６月16日まで行われ、総投票数

は16,804票。Ａ案が7,449票（全体の44.3％）で最多得票と

なりました。LRTデザイン部会や芳賀・宇都宮基幹交通検討

委員会でも「今回のアンケートは全国的にも非常に評価でき

る取り組み。最多得票のＡ案の推奨は妥当」との結論となり

ました。

　今後、車両外観デザイン決定に関する広報活動を展開する

とともに、車両設計へ反映させ、平成30年度下半期を目途に

車両設計認可の申請・取得を目指すことにしています。　



　
江
戸
時
代
に
始
ま
っ
た
大
谷
石
採

掘
は
、
日
本
屈
指
の
採
石
産
業
と
し

て
発
展
し
、
地
下
に
巨
大
な
迷
宮
を

産
み
出
し
て
き
ま
し
た
。

　
約
千
五
百
万
年
前
の
海
底
火
山
の

噴
火
が
膨
大
な
凝
灰
岩
の
層
を
産
み

出
し
ま
し
た
。
人
々
は
、
古
く
は
岩

山
の
洞
穴
を
住
居
と
し
、
奈
良
・
平

安
時
代
に
は
信
仰
の
場
と
し
て
、
そ

し
て
「
石
材
」
と
し
て
―
。

　
宇
都
宮
に
は
、
石
を
「
ほ
る
」
文

化
、
掘
り
出
さ
れ
た
石
を
変
幻
自
在

に
使
い
こ
な
す
文
化
が
連
綿
と
受
け

継
が
れ
、
こ
の
地
を
訪
れ
る
人
々
を

魅
了
し
ま
す
。

カトリック松が峰教会

カネイリヤマ採石場跡地（大谷資料館）

宇都宮大学庭園

旧大谷公会堂

大谷の奇岩（御止山）

　
栃
木
県
で
は
、
２
０
２
２
年
の
第
77
回
国
民
体
育
大
会
「
い
ち

ご
一
会
と
ち
ぎ
国
体
」
開
催
に
向
け
、
主
会
場
と
な
る
総
合
ス
ポ

ー
ツ
ゾ
ー
ン
の
施
設
整
備
を
着
々
と
進
め
て
い
ま
す
。

　
宇
都
宮
市
に
お
い
て
も
、
準
備
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
栃
木
県

な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、
大
会
の
事
前
準
備
な
ど
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
市
民
も
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
自

由
民
主
党
議
員
会
で
は
６
月
26
日
、
当
該
施
設
の
整
備
状
況
等
を

把
握
す
る
た
め
、
現
在
栃
木
県
が
工
事
を
進
め
て
い
る
メ
イ
ン
会

場
で
あ
る
新
ス
タ
ジ
ア
ム
の
現
地
視
察
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
宇
都
宮
市
が
整
備
し
て
い
る
交
差
点
改
良
工
事
の
整
備

状
況
も
併
せ
て
現
地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

認定書を紹介する
佐藤市長
認定書を紹介する
佐藤市長

大谷磨崖仏

無事カエル

大谷寺洞穴遺跡 天狗の投げ石

長岡百穴古墳

〈栃木県ホームページより〉

大谷石採掘跡の地下で貯蔵熟成したスパークリングワインで祝杯大谷石採掘跡の地下で貯蔵熟成したスパークリングワインで祝杯



　
―
全
国
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
交
付
状
況
は
、
国
の
当
初
目

標
を
大
き
く
下
回
り
普
及
が
進
ま

な
い
状
況
に
あ
る
。
本
市
の
普
及

率
も
人
口
の
約
11
％
で
、
全
国
同

様
の
普
及
率
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、

改
め
て
現
在
の
証
明
書
交
付
に
係

る
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
な

い
た
め
の
検
討
を
行
い
、
取
り
組

ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。
市
は
、

普
及
促
進
に
向
け
、
今
後
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。
市

民
の
利
便
性
を
考
慮
し
た
証
明
書

交
付
サ
ー
ビ
ス
の
対
応
も
必
要
で

は
な
い
か
。

笹
原
市
民
ま
ち
づ
く
り
部
長
　
「
企

業
等
一
括
申
請
」
の
実
施
拡
大
や

ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
て
地
域
で
活
用

で
き
る
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
検
討
を

行
っ
て
お
り
、
一
層
の
普
及
促
進

と
カ
ー
ド
の
魅
力
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
く
。
証
明
書
交
付
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
も
、
自
動
交
付
機

の
利
用
期
間
の
延
長
や
コ
ン
ビ
ニ

交
付
の
利
用
促
進
の
強
化
、
今
後

の
人
員
体
制
の
整
備
等
に
つ
い
て
、

早
急
に
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

①
Ｌ
Ｒ
Ｔ
②
新
生
児
聴
覚
検
査
③

公
文
書
管
理
④
本
市
に
ふ
さ
わ
し

い
入
札
契
約
制
度
の
取
り
組
み
⑤

職
員
数
の
適
正
化
⑥
自
転
車
安
全

条
例
の
制
定
⑦
新
産
業
団
地
の
造

成
⑧
自
動
車
の
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー

　
―
本
市
北
東
部
の
玄
関
口
で
あ

る
岡
本
駅
周
辺
は
、
北
東
部
地
域

の
重
要
な
拠
点
で
あ
り
、
市
民
生

活
を
支
え
る
住
宅
や
医
療
・
福
祉
、

商
業
な
ど
の
都
市
機
能
の
誘
導
・

充
実
が
図
ら
れ
、
誰
も
が
住
み
や

す
い
街
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が

重
要
。
東
口
周
辺
の
整
備
で
は
、

駅
と
の
交
通
結
節
機
能
の
充
実
と

周
辺
施
設
と
の
連
携
が
欠
か
せ
な

い
。
今
後
の
整
備
見
通
し
は
。
ま

た
、
岡
本
駅
西
土
地
区
画
整
理
事

業
で
は
、
完
了
後
の
土
地
利
用
を

促
進
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
今
後

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

塚
田
都
市
整
備
部
長
　
岡
本
駅
東

口
周
辺
の
整
備
で
は
、
駅
前
広
場

の
平
成
30
年
度
内
完
成
を
目
指
し
、

着
実
に
工
事
を
進
め
て
い
く
。
ま

た
、
岡
本
駅
西
土
地
区
画
整
理
事

業
で
は
、
北
東
部
の
拠
点
に
ふ
さ

わ
し
い
医
療
・
福
祉
、
子
育
て
支

援
な
ど
様
々
な
機
能
が
集
約
さ
れ

た
土
地
利
用
の
実
現
に
向
け
取
り

組
ん
で
い
く
。

―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

①
新
た
な
宇
都
宮
の
ま
ち
づ
く
り

②
魅
力
あ
る
観
光
と
交
流
③
Ｌ
Ｒ

Ｔ
に
お
け
る
ト
ー
タ
ル
デ
ザ
イ
ン

の
取
り
組
み
④
新
た
な
廃
棄
物
処

理
施
設
の
整
備
⑤
健
康
寿
命
の
延

伸
に
向
け
た
介
護
予
防
の
取
り
組

み
⑥
学
校
教
育
の
成
果
と
今
後
の

取
り
組
み

　
―
「
大
谷
石
文
化
」
が
日
本
遺

産
に
認
定
さ
れ
、
都
市
の
魅
力
を

高
め
、
選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
上
で
、
大
き
な
起
爆

材
に
な
る
と
期
待
し
て
い
る
。
「
大

谷
石
文
化
」
を
市
内
外
、
そ
し
て

世
界
に
広
め
て
い
く
た
め
の
今
後

の
取
り
組
み
は
。
一
方
で
、
大
型

連
休
な
ど
の
時
期
に
は
大
変
渋
滞

す
る
な
ど
、
観
光
客
を
受
け
入
れ

る
環
境
に
は
課
題
が
あ
る
と
感
じ

て
い
る
。
大
谷
地
域
は
多
く
の
資

源
を
有
し
て
い
る
。
日
本
遺
産
認

定
を
活
用
し
た
大
谷
振
興
の
今
後

の
取
り
組
み
は
。

佐
藤
市
長
　
本
市
独
自
の
文
化
が

高
い
評
価
を
い
た
だ
き
、
大
変
誇

ら
し
く
感
じ
て
い
る
。
地
域
住
民

や
大
谷
石
産
業
、
歴
史
文
化
観
光
・

ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る
団
体
、
並

び
に
交
通
事
業
者
な
ど
で
構
成
す

る
「
宇
都
宮
市
大
谷
石
文
化
推
進

協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
、
官
民
連

携
の
も
と
、
「
大
谷
石
文
化
」
の

効
果
的
な
魅
力
の
発
信
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

①
公
共
交
通
の
充
実
、
観
光
の
推
進

②
生
活
習
慣
病
の
発
症
予
防
・
重
症

化
予
防
③
育
児
参
加
を
推
進
す
る

「
イ
ク
ボ
ス
宣
言
」
④
ベ
ー
ブ
・
ル
ー

ス
と
沢
村
栄
治
投
手
が
対
決
し
た

「
日
米
野
球
の
歴
史
」
を
伝
承
す
る

取
り
組
み
⑤
中
小
企
業
の
支
援

　
―
今
後
の
「
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
」
は
、
高
齢
者
が
安
心
し

て
地
域
で
生
き
が
い
を
も
っ
て
暮

ら
す
こ
と
の
で
き
る
街
づ
く
り
の

担
い
手
と
し
て
、
よ
り
強
化
し
た

体
制
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

市
の
見
解
は
。
ま
た
、
地
区
の
連

合
自
治
会
、
民
生
委
員
、
福
祉
協

力
員
、
消
防
、
警
察
、
そ
の
地
域

の
病
院
や
民
間
企
業
な
ど
が
出
席

し
、
地
域
課
題
解
決
に
向
け
て
検

討
を
し
て
い
る
「
地
域
ケ
ア
会
議
」

で
は
、
「
高
齢
者
の
活
動
場
所
の

確
保
」
を
求
め
る
意
見
が
多
く
聞

か
れ
る
。
本
市
と
し
て
重
要
な
も

の
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

石
岡
保
健
福
祉
部
長
　
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
が
高
度
化
複
雑
化

す
る
業
務
に
円
滑
に
対
応
で
き
る

よ
う
、
支
援
の
強
化
を
図
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
適
切
な
体
制
の
確

保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
更
な
る

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
も
努
め
て
い
く
。

ま
た
、
高
齢
者
が
身
近
な
場
所
で
、

健
康
づ
く
り
を
始
め
と
す
る
様
々

な
活
動
が
で
き
る
環
境
の
確
保
は

重
要
で
あ
り
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
や

利
用
状
況
を
把
握
し
な
が
ら
、
高

齢
者
の
皆
様
が
利
用
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。

―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

①
市
長
の
政
治
姿
勢
②
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
③
都
市
景
観
④
伝

統
文
化
の
継
承

　
―
本
市
中
心
部
に
お
い
て
は
駐

車
場
が
虫
食
い
状
態
に
立
地
す
る

現
象
、
い
わ
ゆ
る
「
都
市
の
ス
ポ

ン
ジ
化
」
の
進
展
が
止
ま
ら
ず
、

ま
ち
の
空
洞
化
や
全
体
の
魅
力
低

下
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
は
、
Ｌ
Ｒ

Ｔ
に
よ
る
都
市
構
造
改
革
と
と
も

に
、
官
民
が
連
携
し
な
が
ら
投
資

を
呼
び
込
む
こ
と
で
都
市
拠
点
と

し
て
の
機
能
を
さ
ら
に
高
め
て
い

く
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。
優
良

建
築
物
等
整
備
事
業
も
含
め
た
中

心
市
街
地
再
生
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
の
見
解
は
。

塚
田
都
市
整
備
部
長
　
優
良
建
築

物
等
整
備
事
業
は
、
中
心
市
街
地

の
再
生
に
向
け
、
回
遊
性
の
向
上

や
、
都
市
の
ス
ポ
ン
ジ
化
の
解
消

に
有
効
な
手
法
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
活
用
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
な
が
ら
、
中
心
市
街
地
の
再

生
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

①
市
長
の
政
治
姿
勢
②
ま
ち
づ
く

り
に
お
け
る
大
学
と
地
域
の
連
携

及
び
ま
ち
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー

（
イ
エ
ロ
ー
フ
ィ
ッ
シ
ュ
）
の
利
活

用
③
本
庁
舎
に
お
け
る
来
庁
者
及

び
職
員
の
安
全
対
策
④S

o
c
i
e
t
y
 

5
.
0

を
見
据
え
た
企
業
と
の
連
携

⑤
集
約
型
都
市
構
造
に
関
す
る
課

題
⑥
複
式
学
級
が
憂
慮
さ
れ
る
市

立
小
学
校
の
推
移

　事業者選定委員会における審査結果を踏

まえ、野村不動産（株）を代表構成員とする

グループ「うつのみやシンフォニー」を優

先交渉権者とすることが決まりました。

　提案のコンセプトは「『うつのみや』を

世界都市にするまちづくり」。①多様で高

次な都市機能の導入②グレードの高いシテ

ィタイプのホテルや高度な診療等を行う専

門病院の導入など、都市の魅力に資する施

設導入③屋内外を活用した一体的なイベン

ト開催、東西自由通路とＬＲＴの停留場の

両方からのアクセス性の確保など、効果的

で利便性の高い施設配置④大谷石のダイナ

ミックな活用など、魅力的な都市景観の形

成―などが評価されました。

　今月下旬に基本協定、９月に事業契約、

12月に公共施設等売買契約等を締結する方

向で進めています。



【議員提出議案】

●人権擁護委員候補者の推薦の諮問に対する答申

●公文書の諸問題の真相究明と公文書の適正管理、改善を求め

る意見書

●虐待から子どもの命を守るためのあらゆる措置を求める意見書

� ＝以上原案通り可決

●東海第二原発の稼働延長を認めない意見書の提出を求める陳情

� ＝継続審査

●LRTの工事施行に関する「認可の取り下げ」の議決を求める陳情

� ＝不採択

●住宅開発の安全確保についての陳情（陳情事項1）� ＝不採択

●住宅開発の安全確保についての陳情（陳情事項2,3,5）�＝不採択

●宇都宮市のLRT施設工事の中止を求める陳情� ＝不採択

　宇都宮市議会は６月８日から６月28日までの21日間の会期で

平成30年第２回定例会を開き、平成30年度宇都宮市一般会計補

正予算案など市執行部から提出された議案19件、議員提出議案

３件を原案通り可決しました。

【市執行部提出議案】

◆専決処分承認案　１件

●宇都宮市国民健康保険税条例の一部改正

◆人事案　２件

●宇都宮市監査委員の選任（五月女伸夫議員ほか１名）

◆予算案　５件

●平成30年度宇都宮市一般会計補正予算（第１号）

●平成30年度宇都宮市都市開発資金事業特別会計補正予算（第１号）

●平成30年度宇都宮市鶴田第2土地区画整理事業特別会計補正予算

（第１号）

●平成30年度宇都宮市宇大東南部第2土地区画整理事業特別会計

補正予算（第１号）

●平成30年度宇都宮市岡本駅西土地区画整理事業特別会計補正

予算（第１号）

◆条例案　７件

●宇都宮市税条例等の一部改正

●宇都宮市監査委員に関する条例の一部改正

●宇都宮市介護保険条例の一部改正

●旅館業法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備

に関する条例の制定

●宇都宮市地区計画区域内における建築物の制限に関する条例

の一部改正

●宇都宮市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基

準を定める条例の一部改正

●宇都宮市公園条例の一部改正

◆その他の事件議決案　４件

●工事請負契約の締結（仮称鬼怒川橋梁工事　２件）

●財産の取得（宇都宮テクノポリスセンター地区新設小学校建設用地）

●市道路線の認定及び廃止（田川サイクリングロード整備ほか）

　行政や民主主義に対する国民の信頼を取り戻すため、公文書の
諸問題に対し徹底した真相究明を行い、国民に対して十分な説明

責任を果たすとともに、改善策を講じられるよう国に強く要望す

るため、意見書を提出する。（要約）

　虐待から、子どもの命を守ることを第一に考えたあらゆる措置

の構築に取り組むため、児童福祉法及び児童虐待の防止等に関す

る法律を現状に即して改正することなど、特段の措置を講じるよ

う国及び県に強く要望するため、意見書を提出する。（要約）

　児童福祉法及び児童虐待の防止等に関する法律の改正　児童の

命を最優先した緊急保護を可能とする制度の整備　児童相談所と

警察間の児童虐待に係る情報の共有と連携に関し全国的基準の統

一　など全11項目を要望。

▲ ▲

▲


